
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

一

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

一

公　
　
　

告

〇
平
成
二
十
年
度
自
衛
官
の
募
集 

（
市
町
村
課
）　

　

二

監
査
委
員

〇
宮
城
県
知
事
に
対
す
る
措
置
請
求
に
係
る
監
査
結
果
の
公
表 

二

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
七

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
七
二
号
中 

一
七

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

百
八
号

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

１　

新
た
に
用
途
地
域
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

な
し

　

２　

用
途
地
域
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

な
し　

　

３　

用
途
地
域
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

大
和
町
落
合
松
坂
字
滝
ノ
沢
、
落
合
相
川
字
塚
越
、
同
字
熊
野
、
同
字
熊
野
二
番
の
各
一
部
及
び
流
通
平
の
全

部

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）、
大
和
町
役
場
（
都
市
建
設
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
年
八
月
八
日
ま
で

五　

注
意
事
項

（1）　 平成20年７月25日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1978号　　 

発　　　　行

宮 城 県
(総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話  022（211）2267
(毎週火，金曜日発行)

変　

更　

の　

区　

間

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
大
畑
八
〇
番
三
地
先
か

ら同
市
鳴
子
温
泉
字
大
畑
三
三
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
〇
〜

　
　

四
七
・
〇

一
〇
・
〇
〜

　
　

七
八
・
〇

一
一
・
〇
〜

　
　

四
七
・
〇

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

 
四
一
七
・
〇

 
四
五
四
・
〇

 
四
一
七
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

公　
　
　

告

〇
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

二
等
海
士
と
し
て
採
用
す
る
海
上
自
衛
官
及
び
二
等
空
士
と
し
て
採
用
す
る
航
空
自
衛
官
の
募
集
期
間
、
試
験
期
日
、

試
験
種
目
並
び
に
試
験
場
の
位
置
及
び
名
称
を
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

募
集
種
目

　
　

二
等
海
士
及
び
二
等
空
士
（
い
ず
れ
も
男
子
）

二　

募
集
期
間

　
　

平
成
二
十
年
八
月
一
日
（
金
）
か
ら
同
月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で

三　

試
験
期
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
三
十
日
（
土
）、
同
月
三
十
一
日
（
日
）（
い
ず
れ
か
一
日
）

四　

試
験
種
目

　
　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

五　

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
南
目
館
一
番
一
号　

陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯
地

　
　

多
賀
城
市
丸
山
二
丁
目
一
番
一
号　

陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地

監
査
委
員
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〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
10号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
措
置
請
求
に
つ
い
て
，
同
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
き
監
査
し
た
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
20年
７
月
25日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
地
森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

第
１
　
請
求
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
20年
５
月
21日

第
２
　
請
求
人

　
　
　
仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
３
－
28

　
　
　
仙
台
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

　
　
　
　
代
　
表
　
　
十
　
河
　
　
　
弘

第
３
　
措
置
請
求
の
内
容

　
　
　
で
き
る
か
ぎ
り
措
置
請
求
書
の
原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

１
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
100条

第
13項
及
び
第
14項
，
宮
城
県
議

会
に
お
け
る
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
（
平
成
16年
宮
城
県
条
例
第
38号
。
以
下
「
政
務
調
査
費
条
例
」

と
い
う
。）
に
基
づ
き
，
宮
城
県
議
会
の
各
会
派
ま
た
は
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
政
務

調
査
費
（
議
員
一
人
当
た
り
月
額
金
35万
円
）
は
，
法
第
232条

の
２
に
定
め
る
補
助
金
で
あ
り
，
公
益
上
必
要
が

あ
る
場
合
に
の
み
支
出
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
ま
た
，
政
務
調
査
費
は
「
宮
城
県
議
会
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
」
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
政

務
調
査
費
条
例
第
１
条
）。
具
体
的
に
は
，
使
途
基
準
（
宮
城
県
議
会
に
お
け
る
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
施
行
規
程
（
平
成
16年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
３
号
。
以
下
「
施
行
規
程
」
と
い
う
。）
第
６
条
）
に
定
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
，「
調
査
研
究
費
」
は
「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
県
の
事
務
及
び
地
方
行
財
政
に
関
す
る
調
査

研
究
並
び
に
調
査
委
託
に
関
す
る
経
費
」，「
研
修
費
」
は
「
会
派
が
行
う
研
修
会
，
講
演
会
の
実
施
に
必
要
な
経

費
並
び
に
他
団
体
が
開
催
す
る
研
修
会
，
講
演
会
等
へ
の
議
員
及
び
会
派
又
は
議
員
の
雇
用
す
る
職
員
の
参
加
に

要
す
る
経
費
」，「
会
議
費
」
は
「
会
派
に
お
け
る
各
種
会
議
又
は
議
員
が
県
政
に
関
す
る
要
望
，
意
見
等
を
聴
取

す
る
た
め
に
会
議
そ
の
他
県
政
に
関
す
る
調
査
研
究
等
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
各
種
会
議
に
要
す
る
経
費
」，

「
事
務
所
費
」
は
「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
事
務
所
の
設
置
・
管
理
に
要
す
る

経
費
」，「
事
務
費
」
は
「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
調
査
研
究
に
係
る
事
務
遂
行
に
必
要
な
経
費
」，「
人
件
費
」
は

「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
調
査
研
究
を
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
」
に
，
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
，
政
務
調
査
費
を
，
政
党
の
政
治
活
動
や
選
挙
活
動
，
議
員
の
後
援
会
活
動
，
通
常
の
議
員
活
動
，
議
員

個
人
の
私
的
な
活
動
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
　
し
か
る
に
，
平
成
18年
度
に
お
け
る
各
会
派
・
議
員
の
政
務
調
査
費
の
支
出
に
は
，
政
党
の
政
治
活
動
や
選
挙

活
動
，
議
員
の
後
援
会
活
動
，
通
常
の
議
員
活
動
，
議
員
個
人
の
私
的
な
活
動
に
関
す
る
費
用
等
に
充
て
ら
れ
た

違
法
な
支
出
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
実
態
の
詳
細
は
，
５
で
明
ら
か
に
す
る
が
，
そ
の
前
に
，
か
か
る
違

法
・
不
当
な
支
出
を
制
度
上
可
能
に
し
て
い
る
「
政
務
調
査
費
条
例
」
及
び
「
施
行
規
程
」
の
問
題
点
を
指
摘
す

る
。

３
　
政
務
調
査
費
条
例
及
び
施
行
規
程
の
制
定
経
過

�
　
政
務
調
査
費
経
理
担
当
者
会
議
（
座
長
・
村
井
嘉
浩
議
員
）
報
告
（
平
成
15年
２
月
14日
「
政
務
調
査
費
の

透
明
性
確
保
に
つ
い
て
」
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
）
は
，
改
善
事
項
と
し
て
以
下
の
５
項
目
を
指
摘
し
た
。

イ
　
交
付
対
象
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交
付
対
象
は
，
従
来
の
会
派
交
付
に
加
え
，
議
員
交
付
も
可
能
と
し
，
会
派
に
よ
る
選
択
制
と
す
る
。

ロ
　
領
収
書
等
の
添
付

　
す
べ
て
の
領
収
書
等
（
領
収
書
・
振
込
受
領
書
・
支
出
を
証
明
し
う
る
書
類
）
を
収
支
報
告
書
に
添
付
す

る
。
た
だ
し
，
趣
旨
徹
底
の
た
め
経
過
期
間
を
設
け
て
実
施
す
る
。

　
領
収
書
等
が
取
得
で
き
な
い
場
合
は
，
支
出
証
明
書
を
添
付
す
る
。

ハ
　
調
査
・
研
究
の
内
容
や
結
果
が
よ
り
わ
か
る
よ
う
な
報
告

　
従
来
の
政
務
調
査
費
収
支
報
告
書
・
政
務
調
査
実
績
報
告
書
に
，
調
査
や
研
究
項
目
ご
と
の
調
査
実
施
内

容
等
が
現
在
の
政
務
調
査
費
収
支
報
告
書
や
政
務
調
査
実
績
報
告
書
よ
り
も
，
よ
り
わ
か
る
よ
う
な
報
告
書

を
添
付
す
る
。

ニ
　
旅
費
の
基
準

　
県
の
旅
費
規
程
を
参
考
に
し
て
基
準
を
作
成
す
る
。

ホ
　
事
務
所
費
・
人
件
費

　
事
務
所
費
・
人
件
費
に
つ
い
て
は
，
実
態
に
応
じ
て
按
分
す
る
。

�
　
こ
れ
ら
５
項
目
の
改
善
事
項
は
，
平
成
15年
３
月
12日
の
各
会
派
代
表
者
会
議
に
お
い
て
，「
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
，
各
会
派
合
意
の
上
，
早
急
に
実
施
す
る
」
こ
と
が
全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
，
次
期
議
会
へ
の
申
し

送
り
事
項
と
な
っ
た
。

�
　
し
か
る
に
，
実
際
に
制
定
さ
れ
た
政
務
調
査
費
条
例
・
施
行
規
程
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
，
上
記
５
項
目

の
改
善
事
項
は
，
平
成
15年
７
月
２
日
に
設
置
さ
れ
た
宮
城
県
議
会
政
務
調
査
費
条
例
等
検
討
委
員
会
（
委
員

長
・
相
沢
光
哉
議
員
）
の
検
討
を
経
て
，
そ
の
主
な
部
分
は
完
全
に
骨
抜
き
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

イ
　
交
付
対
象

　
「
会
派
又
は
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
」
に
交
付
（
政
務
調
査
費
条
例
第
１
条
）

ロ
　
領
収
書
等
の
添
付

　
政
務
調
査
費
条
例
で
次
の
よ
う
な
完
全
な
骨
抜
き
規
定
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・「
政
務
調
査
費
に
係
る
支
出
額
に
つ
い
て
は
，
実
費
に
代
え
て
，
議
長
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出

し
た
額
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
２
項
）

・「
収
支
報
告
書
の
提
出
は
，
政
務
調
査
の
主
な
実
績
を
記
載
し
た
実
績
報
告
書
，
当
該
収
支
報
告
書
に
記

載
さ
れ
た
政
務
調
査
費
に
よ
る
支
出
に
係
る
領
収
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
の
写
し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
７
項
）

・「
前
記
の
場
合
に
お
い
て
，
領
収
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
を
取
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
，

別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
支
払
証
明
書
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」（
政
務
調
査
費
条
例
第

13条
第
８
項
）

　
そ
し
て
，
こ
れ
を
受
け
て
施
行
規
程
で
は
次
の
よ
う
な
扱
い
と
な
っ
た
。

・「
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
証
拠
書
類
の
写
し
の
添
付
は
，様
式
第
12号
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
」（
施
行
規
程
第
７
条
第
４
項
）

・「
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
８
項
の
支
払
証
明
書
は
，
様
式
第
13号
に
よ
る
も
の
と
す
る
」（
施
行
規
程

第
７
条
第
５
号
）

・「
政
務
調
査
費
に
係
る
旅
費
の
計
算
に
あ
っ
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
施

行
規
程
第
８
条
第
１
項
で
定
め
る
方
法
（
以
下
「
簡
便
計
算
方
法
」
と
い
う
。）
と
し
て
，
実
費
に
代
え

て
別
表
第
２
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
，
算
出
し
た
額
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
」

　
そ
の
結
果
，
調
査
研
究
費
，
研
修
費
，
会
議
費
に
つ
い
て
は
，
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
領
収
書
の
添
付

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
平
成
15年
10月
21日
第
５
回
検
討
委
員
会
で
の
合
意
に
も
と
づ
き
，支
払
年
月
日
，

金
額
，
具
体
的
な
支
出
内
容
を
記
載
し
た
支
出
明
細
書
を
添
付
す
る
改
正
試
案
が
第
８
回
検
討
委
員
会
に
出

さ
れ
た
が
，
こ
れ
も
平
成
16年
２
月
17日
の
第
10回
検
討
委
員
会
で
い
と
も
簡
単
に
覆
さ
れ
た
。

ハ
　
調
査
・
研
究
の
内
容
や
結
果
が
よ
り
わ
か
る
よ
う
な
報
告

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
，
一
切
政
務
調
査
費
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
平
成
15年
３
月
12日
の
各
会
派

代
表
者
会
議
に
お
け
る
合
意
事
項
は
完
全
に
反
故
に
さ
れ
た
（
実
績
報
告
書
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
改
正

案
も
出
さ
れ
た
が
，
平
成
16年
３
月
３
日
の
第
12回
検
討
委
員
会
で
自
民
党
・
県
民
会
議
に
よ
っ
て
葬
り
去

ら
れ
た
）。

ニ
　
旅
費
の
基
準

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
，
上
記
ロ
の
よ
う
に
，
県
内
旅
費
に
つ
い
て
は
，
お
手
盛
り
の
算
出
方
法
を
考
案
し
，

い
か
よ
う
に
で
も
支
出
で
き
る
制
度
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
（
こ
の
提
案
は
，
自
民
党
・
県
民
会
議
に
よ

り
な
さ
れ
た
）。

ホ
　
事
務
所
費
，
事
務
費
，
人
件
費

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
，
次
の
よ
う
に
，
き
わ
め
て
杜
撰
な
按
分
で
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

・「
議
長
は
，
前
項
の
ほ
か
，
支
出
額
の
按
分
方
法
そ
の
他
の
政
務
調
査
費
に
係
る
支
出
額
の
計
算
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
３
項
）

・「
政
務
調
査
費
条
例
第
10条
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
，
事
務
所
費
，
事
務
費
及
び
人
件
費
に
つ
い
て
，

政
務
調
査
費
に
係
る
経
費
と
政
務
調
査
費
以
外
の
経
費
を
明
確
に
区
分
し
が
た
い
場
合
に
は
，
政
務
調
査

費
条
例
第
13条
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
，
従
事
割
合
・
そ
の
他
の
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
按
分
し
た
額
を

支
出
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
，
当
該
方
法
に
よ
り
按
分
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は

按
分
の
率
を
２
分
の
１
と
し
て
計
算
し
た
額
を
支
出
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，

も
っ
ぱ
ら
政
務
調
査
費
に
係
る
経
費
に
充
て
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
，
全
額
を
支
出
額
と
す
る
こ
と
が
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で
き
る
も
の
と
す
る
」（
施
行
規
程
第
８
条
第
２
項
）

　
４
　
施
行
規
程
の
違
法
性

�
　
政
務
調
査
費
条
例
・
施
行
規
程
は
，
５
項
目
の
改
善
事
項
を
完
全
に
骨
抜
き
に
し
，
お
手
盛
り
の
算
定
方
法

を
制
度
上
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
，
５
で
指
摘
す
る
よ
う
な
多
数
の
違
法
支
出
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
法
第
100条

第
13項
が
「
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
地
方
議
会
の
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必

要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
，
そ
の
議
会
に
お
け
る
会
派
又
は
議
員
に
対
し
，
政
務
調
査
費
を
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
て
い
る
の
は
，
議
員
一
人
一
人
の
調
査
，
政
策
立
案
能
力
の
向
上
，
行
政
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の

行
政
執
行
の
内
容
の
研
究
，
今
日
で
は
行
政
の
政
策
評
価
の
あ
り
方
の
研
究
等
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た

め
で
あ
り
（
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
「
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
地
方
自
治
法
」
113頁

），
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ

そ
補
助
金
支
出
と
し
て
の
公
益
性
（
法
第
232条

の
２
）
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
そ
し
て
，
法
第
100条

第
14項
が
「
前
項
の
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
会
派
又
は
議
員
は
，
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
当
該
政
務
調
査
費
に
係
る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
書
を
議
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
」

と
定
め
て
い
る
の
は
，
上
記
政
務
調
査
費
交
付
を
認
め
る
趣
旨
に
か
ん
が
み
，
そ
れ
が
真
に
政
務
調
査
費
の
た

め
に
支
出
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
，
も
っ
て
自
治
体
財
政
の
透
明
性
を
図
る
趣
旨
に
出
た
も
の

で
あ
る
。
同
項
は
「
当
該
政
務
調
査
費
に
係
る
収
入
及
び
支
出
の
報
告
書
を
議
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
」

の
み
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
報
告
書
を
提
出
す
る
か
，
ま
た
添
付
書
類
を
ど
こ
ま
で
要
求
す
る
か
は

条
例
に
委
ね
て
い
る
。
従
っ
て
い
か
な
る
内
容
の
条
例
を
制
定
す
る
か
は
地
方
議
会
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
が
，
い
っ
た
ん
制
定
さ
れ
た
条
例
は
「
当
該
支
出
が
真
に
政
務
調
査
費
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た

も
の
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
，
も
っ
て
自
治
体
財
政
の
透
明
性
を
図
る
」
と
い
う
同
項
の
趣
旨
に
則
っ
て
解

釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
当
該
条
例
が
そ
の
施
行
規
程
の
制
定
を
議
長
に
委
ね
て
い
る
場
合
に
は
，

議
長
は
同
項
及
び
当
該
条
例
の
趣
旨
に
則
っ
た
施
行
規
程
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
そ
の
趣
旨
に
違
反
す

る
施
行
規
程
は
違
法
，
無
効
と
な
る
。

�
　
簡
便
計
算
方
法
に
つ
い
て

　
　
前
記
の
通
り
法
第
100条

第
13項
は
，「
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
地
方
議
会
の
議
員
の
調
査
研
究
に

資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
，
そ
の
議
会
に
お
け
る
会
派
又
は
議
員
に
対
し
，
政
務
調
査
費
を
交

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
地
方
議
会
の
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

で
な
け
れ
ば
政
務
調
査
費
を
交
付
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
政
務
調
査
費
に
か
か
る
支
出
額
は
実

費
の
み
が
認
め
ら
れ
る
の
が
大
原
則
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
つ
い
て
政
務
調
査
費
条
例
で
は
「
政
務
調
査
費
に
係
る
支
出
額
に
つ
い
て
は
，
実
費
に
代
え
て
，
議

長
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
２
項
）
と

規
定
す
る
。
こ
こ
で
も
「
実
費
に
代
え
て
」
で
あ
る
か
ら
実
費
精
算
が
原
則
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
で
例
外
的
に
議
長
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
議
長
が
別
に
定
め
る
方
法
」
と
は
限
り
な
く
実
費
精
算
に
近
い
方
法
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
実
費
に
代
え
て
簡
便
計
算
方
法
を
採
用
し
う
る
の
は
，
政
務
調
査
費
条
例
の
文
言
上
は
自
由

に
選
択
可
能
な
よ
う
に
も
読
め
る
が
，
法
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
実
費
精
算
が
困
難
な
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
実
費
精
算
が
必

要
で
あ
る
と
限
定
解
釈
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
が
政
務
調
査
費
条
例
に
基
づ
き
議
長
が
定
め
た
県
内
旅
費
に
つ
い
て
の
簡
便
計
算
方
法
は
，
議
員
の

自
家
用
車
関
係
経
費
（
車
の
購
入
費
・
タ
イ
ヤ
・
車
検
代
・
諸
税
・
自
賠
責
保
険
・
任
意
保
険
料
等
）
を
政
務

調
査
費
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
方
に
立
ち
，
移
動
距
離
１
㎞
あ
た
り
単
価
を
90円
と
し
た
。
ま

た
，
高
速
料
金
・
駐
車
料
金
を
１
日
あ
た
り
4,000円

支
給
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
，「
政
務
調

査
活
動
に
自
動
車
を
使
う
際
の
費
用
は
，
交
通
費
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
政
務
調
査
費

で
，
支
出
で
き
る
の
は
，
燃
料
費
及
び
有
料
道
路
通
行
料
，
駐
車
料
金
等
の
実
費
の
み
で
あ
り
，
そ
の
他
の
維

持
管
理
に
要
す
る
費
用
に
支
出
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
」
と
す
る
，
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
考
え

方
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
簡
便
計
算
方
法
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
旅
費
の
支
給
額
は
，
別
紙
（
事
実

証
明
書
１
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
，
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
32年
宮
城
県
条
例
第
30号
。
以
下

「
旅
費
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
と
比
べ
て
も
，
平
均
で
も
５
倍
，
最
大
で
15.8倍

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
金

額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金
額
が
「
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
」
の
範
疇
を
著
し

く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
議
長
の
定
め
た
簡
便
計
算
方
法
は
法
及
び
政
務
調
査
費

条
例
に
違
反
し
違
法
，
無
効
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
簡
便
計
算
方
法
に
よ
り
旅
費
の
支
払
い
を
な
し
た
議
員
は
，
実
費
分
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
不
当

利
得
と
し
て
県
に
返
還
す
べ
き
義
務
が
あ
る
。

�
　
領
収
書
等
の
添
付

　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
収
支
報
告
書
の
提
出
は
，
政
務
調
査
の
主
な
実
績
を
記
載
し
た
実
績
報
告
書
，
当
該
収

支
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
政
務
調
査
費
に
よ
る
支
出
に
係
る
領
収
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
の
写
し
を
添
え
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
７
項
），「
前
記
の
場
合
に
お
い
て
，
領
収
書
そ
の
他
の
証

拠
書
類
を
取
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
，
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
支
払
証
明
書
を
も
っ
て
こ

れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」（
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
８
項
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
つ
ま
り
領
収
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
の
写
し
の
添
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
，
例
外
的
に
領
収
書
な
ど
を
取
得
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
限
っ
て
そ
の
添
付
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
し
て
本
条
項
の
立
法
趣
旨
は
，

当
該
支
出
が
真
に
政
務
調
査
費
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
，
も
っ
て
自
治
体
財
政

の
透
明
性
を
図
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
こ
に
「
困
難
な
場
合
」
と
は
，
議
員
本
人
が
主
観
的
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に
「
困
難
と
考
え
た
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
，
物
理
的
に
領
収
書
を
取
得
し
得
な
い
よ
う
な
特
段
の
事
情
の

あ
る
場
合
と
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ま
た
「
困
難
な
場
合
」
に
要
求
さ
れ
る
支
払
証
明
書
は
，
当
該
支
出
が
真
に
政
務
調
査
費
の
た
め
に
支
出
さ

れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
本
項
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
，
そ
れ
を
見
れ
ば
真
に
政
務
調
査
費

の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
う
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
と
こ
ろ
が
，
こ
れ
を
受
け
て
議
長
が
定
め
た
施
行
規
程
で
は
「
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
７
項
の
規
定
に

よ
る
証
拠
書
類
の
写
し
の
添
付
は
，
様
式
第
12号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
」（
施
行
規
程
第
７
条
第
４
項
），

「
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
８
項
の
支
払
証
明
書
は
，
様
式
第
13号
に
よ
る
も
の
と
す
る
」（
施
行
規
程
第
７

条
第
５
号
）
と
さ
れ
た
。
そ
の
様
式
を
見
る
と
「
支
払
年
月
日
」「
支
払
額
」「
支
払
先
な
い
し
目
的
地
」「
使

途
な
い
し
移
動
距
離
」
を
記
載
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
「
議
員
の
言
う
こ
と
は
鵜
呑

み
に
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
，
当
該
支
出
が
真
に
政
務
調
査
費
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
も

の
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
な
ど
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
ど
の
よ
う
な
内
容
の
政
務
調

査
を
行
っ
た
の
か
，
当
該
調
査
の
た
め
に
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
支
出
が
必
要
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
個
別
具

体
的
な
記
載
を
要
求
し
な
け
れ
ば
政
務
調
査
費
条
例
の
趣
旨
を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
議
長
の

定
め
た
上
記
施
行
規
程
は
い
ず
れ
も
法
及
び
政
務
調
査
費
条
例
に
違
反
す
る
違
法
，
無
効
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
そ
し
て
領
収
書
な
ど
の
添
付
を
要
件
と
し
た
の
は
当
該
支
出
が
真
に
政
務
調
査
の
た
め
に
な
さ
れ
た
か
を
確

認
す
る
た
め
で
あ
り
，
領
収
書
な
ど
の
添
付
の
な
い
支
出
は
政
務
調
査
の
た
め
の
支
出
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か

ら
，
当
該
支
出
に
つ
い
て
は
議
員
は
不
当
利
得
と
し
て
県
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
平
成
18年
度

の
支
払
証
明
書
を
見
る
と
備
考
欄
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
政
務
調
査
を
行
っ
た
の
か
，
当
該
調
査
の
た
め
に
ど

う
し
て
そ
の
よ
う
な
支
出
が
必
要
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
個
別
具
体
的
な
記
載
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
従
っ
て
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
除
き
全
議
員
は
調
査
研
究
費
，
研
修
費
，
会
議
費
で
領
収
書
な
ど
を

添
付
し
な
か
っ
た
全
額
に
つ
い
て
返
還
す
べ
き
で
あ
る
。

　
５
　
違
法
・
不
当
な
支
出
の
実
例

　
平
成
18年
度
に
お
け
る
違
法
・
不
当
な
支
出
事
例
は
，
別
紙
１
（
事
実
証
明
書
１
）
～
別
紙
12（
事
実
証
明
書

12）
の
通
り
で
あ
る
。

�
　
別
紙
１
（
事
実
証
明
書
１
）
の
Ａ
欄
の
数
値
は
，
各
議
員
の
自
家
用
車
使
用
に
よ
る
県
内
旅
費
の
年
間
支
給

総
額
で
あ
り
，
総
合
計
額
は
１
億
1,088万

2,000円
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
，
各
議
員
の
支
払
証
明
書
に
記
載
さ

れ
た
も
の
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
，
支
払
証
明
書
に
は
，
ど
こ
で
，
誰
に
会
っ
て
，
ど
ん
な
調
査
を
し

た
の
か
は
，
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
説
明
責
任
を
欠
い
た
支
出
は
，
全
額
が
違
法
・
不
当

な
支
出
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
よ
し
ん
ば
，
一
部
に
調
査
に
あ
た
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
，
旅
費
条
例
の

規
定
に
よ
る
支
給
額
（
Ｂ
欄
）
を
超
え
て
支
給
さ
れ
た
金
額
，
即
ち
Ａ
－
Ｂ
欄
の
総
合
計
額
8,876万

8,532円

は
，
簡
便
計
算
方
法
に
よ
る
違
法
･不
当
支
出
額
で
あ
る
。
こ
の
金
額
は
，
平
成
16年

度
8,727万

2,294円
，
平

成
17年
度
8,833万

9,535円
で
あ
る
か
ら
，
３
年
間
支
出
実
態
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

�
　
別
紙
２
（
事
実
証
明
書
２
）
の
４
件
の
海
外
視
察
旅
行
は
，
調
査
内
容
，
成
果
等
が
全
く
不
明
で
あ
り
，
違

法
・
不
当
な
支
出
と
い
う
他
な
い
。
支
出
合
計
額
は
281万

7,035円
。

�
　
別
紙
３
（
事
実
証
明
書
３
）
は
，
目
的
・
内
容
等
が
不
明
な
県
外
視
察
の
一
覧
で
あ
り
，
支
出
総
合
計
額
は

1,385万
1,050円

で
あ
る
。
県
民
の
血
税
を
使
っ
て
県
外
旅
行
を
行
っ
て
い
な
が
ら
，
そ
の
内
容
等
を
一
切
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
な
い
本
件
支
出
は
，
全
て
が
違
法
・
不
当
な
支
出
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

�
　
別
紙
４
（
事
実
証
明
書
４
）
は
，
明
細
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
購
入
費
の
一
覧
で
あ
る
。
政
務
調
査
に

必
要
な
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
以
上
，
そ
の
支
出
は
全
て
違
法
・
不
当
で
あ
る
。
支
出

合
計
額
172万

166円
。

�
　
別
紙
５
（
事
実
証
明
書
５
）
は
，
３
人
の
議
員
の
週
刊
誌
等
購
入
一
覧
で
あ
る
。
か
く
も
多
数
の
週
刊
誌
等

が
な
ぜ
必
要
だ
っ
た
の
か
，
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
く
，
全
て
が
違
法
・
不
当
支
出
で
あ
る
。
支
出
合
計
額

４
万
7,720円

。

�
　
別
紙
６
（
事
実
証
明
書
６
）
は
，
購
入
物
品
名
等
が
不
記
載
の
事
務
費
一
覧
で
あ
る
。
政
務
調
査
に
必
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
，
全
て
が
違
法
・
不
当
支
出
で
あ
る
。
支
出
合
計
額
46万
8,598

円
。

�
　
別
紙
７
（
事
実
証
明
書
７
）
は
，
広
報
費
を
按
分
し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
の
一
覧
で
あ
る
。
県
政
報
告
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
政
務
調
査
以
外
の
活
動
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
，
少
な
く
と
も
２
分
の
１
は
違
法
・
不
当
支
出

で
あ
る
。
な
お
，
相
沢
議
員
の
支
出
は
50％
で
あ
る
が
，
こ
の
会
合
は
政
治
資
金
管
理
団
体
が
主
催
し
た
も
の

で
あ
り
，
政
務
調
査
費
か
ら
の
支
出
は
妥
当
で
な
い
。
支
出
合
計
額
861万

9,149円
。

�
　
別
紙
８
（
事
実
証
明
書
８
）
は
，
按
分
率
が
50％
超
で
支
出
さ
れ
て
い
る
事
務
所
費
の
一
覧
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
80％
，
100％

の
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
，
少
な
く
と
も
50％
を
超
え
る
分
は
違
法
・
不
当
な
支
出
で
あ

る
。
支
出
合
計
額
276万

3,975円
。

�
　
別
紙
９
（
事
実
証
明
書
９
）
は
，
按
分
率
が
50％
超
で
支
出
さ
れ
て
い
る
事
務
費
の
一
覧
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
60％
，
80％
，
100％

等
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
，
少
な
く
と
も
50％
を
超
え
る
分
は
違
法
・
不
当
な
支

出
で
あ
る
。
支
出
合
計
額
487万

2,031円
。

�
　
別
紙
10（
事
実
証
明
書
10）
は
，
按
分
率
が
50％
超
で
支
出
さ
れ
て
い
る
人
件
費
の
一
覧
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
80％
，
100％

等
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
，
少
な
く
と
も
50％
を
超
え
る
分
は
違
法
・
不
当
な
支
出
で
あ

る
。
合
計
支
出
額
1,019万

7,806円
。

�
　
別
紙
11（
事
実
証
明
書
11）
は
，
調
査
研
究
費
・
研
修
費
・
会
議
費
か
ら
会
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
の

う
ち
，
政
務
調
査
費
か
ら
の
支
出
が
違
法
・
不
当
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
一
覧
で
あ
る
。
懇
親
会
，
新
年
会
費
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用
は
勿
論
の
こ
と
，
政
治
団
体
の
会
費
，
倫
理
法
人
会
の
会
費
な
ど
に
政
務
調
査
費
を
充
て
る
こ
と
は
違
法
･不

当
で
あ
る
。
合
計
支
出
額
57万
8,700円

。

�
　
別
紙
12（
事
実
証
明
書
12）
は
会
議
費
か
ら
会
場
費
に
充
て
た
も
の
の
一
覧
で
あ
る
。
県
政
報
告
会
等
の
会

場
費
は
按
分
で
支
出
す
べ
き
で
あ
り
，
少
な
く
と
も
２
分
の
１
は
違
法
・
不
当
な
支
出
で
あ
る
。
百
足
議
員
の

不
足
分
と
し
て
の
25万
円
余
の
支
出
は
明
細
が
不
明
で
あ
り
，
全
額
が
違
法
・
不
当
な
支
出
で
あ
る
。
合
計
支

出
額
44万
2,112円

。

６
　
以
上
の
事
実
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
，
平
成
18年
度
政
務
調
査
費
の
違
法
・
不
当
な
支
出
は
，
全
費
目
に
わ

た
り
，
か
つ
膨
大
な
額
に
の
ぼ
る
。

　
然
る
に
宮
城
県
知
事
は
，
今
日
に
至
る
ま
で
，
違
法
・
不
当
な
支
出
の
あ
っ
た
会
派
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還

請
求
権
の
行
使
お
よ
び
違
法
・
不
当
な
支
出
を
可
能
と
す
る
施
行
規
程
を
制
定
し
た
県
議
会
議
長
に
対
す
る
損
害

賠
償
請
求
権
の
行
使
を
怠
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
請
求
人
は
，
全
て
の
会
派
の
全
て
の
費
目
に
つ
い
て
厳
正
な
監
査
を
行
い
，
違
法
・
不
当
な
政
務
調
査

費
相
当
額
に
つ
い
て
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
，
違
法
・
不
当
な
支
出
の
あ
っ
た
会
派
か
ら
宮
城
県
に
返
還
を
求
め

る
。
ま
た
，
簡
便
計
算
方
法
に
よ
る
違
法
・
不
当
支
出
額
に
つ
い
て
，
県
議
会
議
長
に
損
害
賠
償
を
求
め
る
な
ど
，

必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
ま
た
，
宮
城
県
議
会
が
，
適
正
な
支
出
が
担
保
で
き
る
よ
う
に
条
例
等
を
改
正
す
る
ま
で
の
間
，
宮
城
県
知
事

が
平
成
20年
度
以
降
の
政
務
調
査
費
の
執
行
を
停
止
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

７
　
本
件
は
個
別
外
部
監
査
に
よ
る
監
査
を
求
め
る
。

　
本
件
は
，
政
務
調
査
費
に
関
す
る
監
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
議
会
選
出
の
２
名
の
監
査
委
員
は
除
斥
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
加
え
て
本
件
は
県
内
外
の
調
査
旅
行
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
監
査
対
象
と
な
る
な
ど
，
監
査
対

象
量
が
膨
大
で
あ
る
。
こ
の
監
査
を
短
期
間
に
行
う
に
は
豊
富
な
監
査
実
務
の
経
験
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
，
個
別
外
部
監
査
人
に
よ
る
個
別
外
部
監
査
に
よ
り
本
件
監
査
を
行
う
よ
う
合
わ

せ
て
請
求
す
る
。

８
　
以
上
，
法
第
242条

第
１
項
及
び
第
252条

の
43第
１
項
に
基
づ
き
請
求
す
る
。

第
４
　
請
求
の
受
理

１
　
議
会
の
会
派
又
は
無
会
派
議
員
（
以
下
「
会
派
等
」
と
い
う
。）
に
交
付
さ
れ
た
政
務
調
査
費
は
，
知
事
の
管

理
を
離
れ
，
公
金
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
，
会
派
等
に
よ
る
政
務
調
査
費
の
支
出
は
，
法
第
242条

第
１
項
の

「
公
金
の
支
出
」
に
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
本
件
監
査
請
求
は
，
会
派
等
に
よ
る
政
務
調
査
費
の
支
出
に

違
法
な
も
の
が
あ
り
，
知
事
に
返
還
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
こ
れ
を
行
使
し
な
い
と
い
う

「
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」
に
つ
い
て
監
査
及
び
措
置
を
請
求
し
て
い
る
も
の
と
解
し
，
次
の
２
及
び
３
に
記

載
す
る
も
の
を
除
き
，
受
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
　
請
求
人
は
，「
全
て
の
会
派
の
全
て
の
費
目
」
の
政
務
調
査
費
の
支
出
に
つ
い
て
監
査
を
求
め
て
い
る
が
，
事

実
証
明
書
１
か
ら
事
実
証
明
書
12ま
で
に
よ
り
個
別
に
摘
示
さ
れ
た
政
務
調
査
費
の
支
出
以
外
の
も
の
は
，
監
査

請
求
の
対
象
が
特
定
の
政
務
調
査
費
の
支
出
で
あ
る
こ
と
を
監
査
委
員
が
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
摘
示

さ
れ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

３
　
本
件
監
査
請
求
は
「
怠
る
事
実
」
に
係
る
請
求
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
法
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
措
置
は
「
当
該
怠
る
事
実
を
改
め
，
又
は
当
該
怠
る
事
実
に
よ
っ
て
県
の
こ
う
む
っ
た
損
害
を

補
填
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
」
に
限
ら
れ
る
。
請
求
人
の
求
め
る
「
宮
城
県
議
会
が
，
適
正
な
支
出
が
担
保
で

き
る
よ
う
条
例
等
を
改
正
す
る
ま
で
の
間
，
宮
城
県
知
事
が
平
成
20年
度
以
降
の
政
務
調
査
費
の
執
行
を
停
止
す

る
措
置
」
は
，
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。

４
　
以
上
の
と
お
り
，
上
記
２
及
び
３
の
請
求
は
，
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
れ
ら
を
却
下
す
る
。

第
５
　
監
査
の
実
施

１
　
個
別
外
部
監
査
の
請
求
に
つ
い
て

　
請
求
人
は
，「
監
査
委
員
４
名
の
う
ち
，
議
会
選
出
の
２
名
が
当
事
者
で
除
斥
さ
れ
る
ほ
か
，
監
査
対
象
量
の

多
さ
に
加
え
，
短
期
間
に
本
件
監
査
を
行
う
に
は
豊
富
な
監
査
実
務
の
経
験
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
あ

る
。」
と
し
て
個
別
外
部
監
査
に
よ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
し
か
し
，
本
件
監
査
の
監
査
対
象
量
が
特
段
に
多
い
と
は
認
め
ら
れ
ず
，
ま
た
，
平
成
16年
度
分
及
び
平
成
17

年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
も
，
法
定
期
間
内
に
監
査
を
実
施
し
監
査
結
果
を
通

知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
監
査
委
員
２
名
に
お
い
て
法
定
期
間
内
に
監
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
す
る
請

求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
と
判
断
し
た
。
し
た
が
っ
て
，
請
求
人
が
請
求
す
る
個
別
外
部
監
査
に
よ
る
こ
と

を
相
当
と
認
め
ず
，
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２
　
監
査
委
員
の
除
斥

　
畠
山
和
純
監
査
委
員
及
び
袋
正
監
査
委
員
は
，
法
第
199条

の
２
の
規
定
に
よ
り
除
斥
し
た
。

３
　
監
査
の
対
象
事
項

　
事
実
証
明
書
１
か
ら
29ま
で
で
個
別
に
摘
示
さ
れ
た
政
務
調
査
費
の
支
出
と
し
た
。

４
　
監
査
対
象
箇
所
等

　
知
事
の
補
助
執
行
者
と
し
て
平
成
18年
度
政
務
調
査
費
の
交
付
の
事
務
を
行
っ
た
議
会
事
務
局
を
監
査
対
象
箇

所
と
し
た
。

　
ま
た
，
施
行
規
程
を
制
定
し
，
か
つ
，
政
務
調
査
費
条
例
第
15条
の
規
定
に
よ
り
平
成
18年
度
政
務
調
査
費
に

係
る
収
支
報
告
書
の
写
し
を
知
事
に
送
付
し
，
平
成
18年
度
政
務
調
査
費
に
係
る
収
支
報
告
書
，
実
績
報
告
書
，

領
収
書
そ
の
他
の
証
拠
書
類
の
写
し
，
支
払
証
明
書
等
を
保
有
す
る
，
議
長
（
議
会
事
務
局
）
に
つ
い
て
，
調
査

を
行
っ
た
。



（7）　 平成20年７月25日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1978号　　 
５
　
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

　
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
20年

６
月
16日

に
実
施
し
た
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳

述
に
お
い
て
，
証
拠
（
事
実
証
明
書
13か
ら
29ま
で
）
の
追
加
提
出
が
あ
り
，
措
置
請
求
書
を
補
足
す
る
陳
述
が

行
わ
れ
た
。

第
６
　
監
査
の
結
果

　
１
　
事
実
関
係
の
確
認

　
書
類
調
査
及
び
議
会
事
務
局
職
員
か
ら
の
聴
き
取
り
に
よ
り
，
次
の
事
項
を
確
認
し
た
。

�
　
平
成
18年
度
政
務
調
査
費
の
交
付
及
び
収
支
報
告
の
状
況

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
，
別
表
第
１
の
と
お
り
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

�
　
監
査
対
象
事
項
の
特
定

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
事
実
証
明
書
１
か
ら
事
実
証
明
書
29ま
で
で
個
別
に
摘
示
の
あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て

別
表
第
２
の
と
お
り
2,666件

157,317,007円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
２
　
議
長
に
対
す
る
調
査

　
別
表
第
２
に
係
る
各
支
出
に
つ
い
て
，
議
長
に
対
し
文
書
に
よ
る
調
査
を
行
い
，
会
派
等
に
回
答
を
求
め
た
と

こ
ろ
，
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
現
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
か
ら
の
回
答
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
及
び
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
み
や
ぎ
並

び
に
無
会
派
佐
々
木
喜
藏
議
員
の
分
）

　
　
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
関
係
人
調
査
は
，
現
在
，
平
成
15年
４
月

分
及
び
平
成
16年
度
分
並
び
に
平
成
17年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
係
る
返
還
請
求
訴
訟
が
継
続
中
で
あ
り
，
裁

判
の
審
理
に
密
接
に
関
係
す
る
。

　
　
ま
た
，
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例
及
び
施
行
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
執

行
し
て
お
り
問
題
無
い
も
の
と
考
え
て
お
り
，
現
在
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
も
，
執
行
の
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
。

　
　
従
っ
て
，
個
別
摘
示
部
分
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
，
事
実
証
明
書
ご
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
回
答
す
る
。

イ
　
事
実
証
明
書
１
　
簡
便
計
算
方
法

　
　
簡
便
計
算
方
法
制
定
の
趣
旨
は
，
実
費
計
算
に
伴
う
事
務
処
理
に
膨
大
な
時
間
を
割
く
こ
と
な
く
，
標
準

的
な
実
費
に
基
づ
い
て
簡
便
な
方
法
で
旅
費
を
算
出
し
，
多
忙
で
あ
る
議
員
の
政
務
調
査
に
お
け
る
効
率
性

を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
こ
と
は
，
仙
台
地
裁
平
成
19年
11月
13日
　
平
成
15年
（
行
ウ
）
第
30号
判
決
に
お
い
て
も
，「
費
用

弁
償
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
費
用
弁
償
の
費
目
や
支
給
事
由
を
定
め
，
そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に
は
，

現
実
に
要
し
た
実
費
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
支
給
す
る
定
額
方
式
に

よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
こ
の
場
合
，
標
準
的
な
実
費
と
さ
れ
る
一
定
の
額
を
，
ど
の
よ
う
な

基
準
で
算
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
，
会
派
又
は
議
員
の
合
理
的
な
裁
量
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
　
な
お
，
支
払
証
明
書
の
記
載
条
項
に
つ
い
て
は
，
施
行
規
程
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ロ
　
事
実
証
明
書
２
　
海
外
視
察
旅
行

　
　
３
件
の
視
察
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
事
実
証
明
書
２
の
備
考
に
あ
る
調
査
を
適
法
に
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の
成
果
等
は
議
会
活
動
等
で
活
か
さ
れ
て
お

り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
　
ま
た
，
海
外
視
察
は
参
加
し
た
議
員
が
海
外
の
事
情
に
精
通
し
，
見
識
を
深
め
，
能
力
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
こ
と
も
申
し
添
え
る
。

ハ
　
事
実
証
明
書
３
　
県
外
視
察

　
　
県
外
視
察
に
つ
い
て
も
，
海
外
視
察
同
様
，
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の

成
果
等
は
議
会
活
動
等
で
活
か
さ
れ
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ニ
　
事
実
証
明
書
４
，
６
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
及
び
事
務
費

　
　
書
籍
や
事
務
用
品
の
購
入
の
際
，
領
収
書
等
は
，
発
行
す
る
業
者
に
よ
っ
て
は
，
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
，

詳
細
な
品
目
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
が
通
常
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
た
資
料
や
事
務
用
品
は
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
と
し
て
，
各
議
員
が
支
出
し
た

も
の
で
あ
り
，
添
付
し
た
領
収
書
等
に
つ
い
て
は
，
規
定
の
要
件
を
備
え
た
も
の
で
，
違
法
又
は
不
当
な
支

出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ホ
　
事
実
証
明
書
５
　
週
刊
誌
等
購
入

　
　
週
刊
誌
に
は
，
政
務
調
査
の
端
緒
と
な
る
情
報
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
政
務
調
査
に
必

要
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ヘ
　
事
実
証
明
書
７
，
８
，
９
　
広
報
費
（
100％

）
及
び
事
務
所
費
・
事
務
費
（
50％
超
）

　
　
政
務
調
査
費
の
支
出
に
係
る
按
分
は
，
そ
の
支
出
実
態
の
割
合
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
100％

計
上
の
広
報
費
は
，
政
務
調
査
費
の
使
途
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
県
政
報
告

等
，
政
務
調
査
活
動
に
基
づ
く
も
の
が
全
て
で
，
按
分
す
る
必
要
の
な
い
経
費
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な

支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
　
事
務
所
費
及
び
事
務
費
の
50％
を
超
え
る
計
上
に
つ
い
て
も
，
実
態
に
合
わ
せ
て
按
分
し
，
正
当
に
支
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ト
　
事
実
証
明
書
10　
人
件
費
（
50％
超
）
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人
件
費
に
つ
い
て
は
，
そ
の
従
事
す
る
政
務
調
査
活
動
の
実
態
に
応
じ
た
割
合
で
，
按
分
若
し
く
は
100％

計
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

チ
　
事
実
証
明
書
11　
会
費
（
調
査
研
究
費
・
研
修
費
・
会
議
費
）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
会
費
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
活
動
内
容
や
実
態
が
，
政
務
調
査
活
動
に
適
う
も
の
で

あ
り
，
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
い
る
。
単
純
な
懇
親
会
や
儀
礼
出
席
の
も
の
は
計
上
し
て
お
ら
ず
，
違
法
又

は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

リ
　
事
実
証
明
書
12　
会
場
費
等
（
会
議
費
）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
会
場
費
等
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
会
派
又
は
議
員
が
，
県
政
に
対
す
る
県
民
の
要
望
，

意
見
等
を
聴
取
す
る
た
め
の
会
議
，
そ
の
他
県
政
に
関
す
る
各
種
会
議
に
要
し
た
経
費
で
あ
り
，
違
法
又
は

不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

�
　
現
改
革
み
や
ぎ
会
長
か
ら
の
回
答
（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
無
所
属
の
会
の
分
）

　
　
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
関
係
人
調
査
は
，
現
在
，
平
成
15年
４
月

分
及
び
平
成
16年
度
分
並
び
に
平
成
17年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
係
る
返
還
請
求
訴
訟
が
継
続
中
で
あ
り
，
裁

判
の
審
理
に
密
接
に
関
係
す
る
。

　
　
ま
た
，
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例
及
び
施
行
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
執

行
し
て
お
り
問
題
無
い
も
の
と
考
え
て
お
り
，
現
在
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
も
，
執
行
の
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
。

　
　
従
っ
て
，
個
別
摘
示
部
分
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
，
事
実
証
明
書
ご
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
回
答
す
る
。

イ
　
事
実
証
明
書
１
　
簡
便
計
算
方
法

　
　
簡
便
計
算
方
法
制
定
の
趣
旨
は
，
実
費
計
算
に
伴
う
事
務
処
理
に
膨
大
な
時
間
を
割
く
こ
と
な
く
，
標
準

的
な
実
費
に
基
づ
い
て
簡
便
な
方
法
で
旅
費
を
算
出
し
，
多
忙
で
あ
る
議
員
の
政
務
調
査
に
お
け
る
効
率
性

を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
こ
と
は
，
仙
台
地
裁
平
成
19年
11月
13日
　
平
成
15年
（
行
ウ
）
第
30号
判
決
に
お
い
て
も
，「
費
用

弁
償
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
費
用
弁
償
の
費
目
や
支
給
事
由
を
定
め
，
そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に
は
，

現
実
に
要
し
た
実
費
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
支
給
す
る
定
額
方
式
に

よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
こ
の
場
合
，
標
準
的
な
実
費
と
さ
れ
る
一
定
の
額
を
，
ど
の
よ
う
な

基
準
で
算
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
，
会
派
又
は
議
員
の
合
理
的
な
裁
量
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
　
な
お
，
支
払
証
明
書
の
記
載
条
項
に
つ
い
て
は
，
施
行
規
程
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ロ
　
事
実
証
明
書
２
　
海
外
視
察
旅
行

　
　
無
所
属
の
会
の
菊
地
文
博
議
員
の
視
察
に
つ
い
て
は
，
事
実
証
明
書
２
の
備
考
に
あ
る
調
査
を
適
法
に

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の
成
果
等
は
議
会
活
動
等

で
活
か
さ
れ
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
　
ま
た
，
海
外
視
察
は
参
加
し
た
議
員
が
海
外
の
事
情
に
精
通
し
，
見
識
を
深
め
，
能
力
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
こ
と
も
申
し
添
え
る
。

ハ
　
事
実
証
明
書
３
　
県
外
視
察

　
　
県
外
視
察
に
つ
い
て
も
，
海
外
視
察
同
様
，
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の

成
果
等
は
議
会
活
動
等
で
活
か
さ
れ
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ニ
　
事
実
証
明
書
４
，
６
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
及
び
事
務
費

　
　
書
籍
や
事
務
用
品
の
購
入
の
際
，
領
収
書
等
は
，
発
行
す
る
業
者
に
よ
っ
て
は
，
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
，

詳
細
な
品
目
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
が
通
常
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
た
資
料
や
事
務
用
品
は
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
と
し
て
，
各
議
員
が
支
出
し
た

も
の
で
あ
り
，
添
付
し
た
領
収
書
等
に
つ
い
て
は
，
規
定
の
要
件
を
備
え
た
も
の
で
，
違
法
又
は
不
当
な
支

出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ホ
　
事
実
証
明
書
５
　
週
刊
誌
等
購
入

　
　
週
刊
誌
に
は
，
政
務
調
査
の
端
緒
と
な
る
情
報
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
政
務
調
査
に
必

要
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ヘ
　
事
実
証
明
書
７
，
９
　
広
報
費
（
100％

）
及
び
事
務
費
（
50％
超
）

　
　
政
務
調
査
費
の
支
出
に
係
る
按
分
は
，
そ
の
支
出
実
態
の
割
合
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
100％

計
上
の
広
報
費
は
，
政
務
調
査
費
の
使
途
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
県
政
報
告

等
，
政
務
調
査
活
動
に
基
づ
く
も
の
が
全
て
で
，
按
分
す
る
必
要
の
な
い
経
費
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な

支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
　
事
務
費
の
50％
を
超
え
る
計
上
に
つ
い
て
も
，
実
態
に
合
わ
せ
て
按
分
し
，
正
当
に
支
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ト
　
事
実
証
明
書
10　
人
件
費
（
50％
超
）

　
　
人
件
費
に
つ
い
て
は
，
そ
の
従
事
す
る
政
務
調
査
活
動
の
実
態
に
応
じ
た
割
合
で
，
按
分
若
し
く
は
100％

計
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

チ
　
事
実
証
明
書
11　
会
費
（
調
査
研
究
費
・
研
修
費
・
会
議
費
）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
会
費
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
活
動
内
容
や
実
態
が
，
政
務
調
査
活
動
に
適
う
も
の
で

あ
り
，
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
い
る
。
単
純
な
懇
親
会
や
儀
礼
出
席
の
も
の
は
計
上
し
て
お
ら
ず
，
違
法
又

は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。
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リ
　
事
実
証
明
書
12　
会
場
費
等
（
会
議
費
）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
会
場
費
等
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
会
派
又
は
議
員
が
，
県
政
に
対
す
る
県
民
の
要
望
，

意
見
等
を
聴
取
す
る
た
め
の
会
議
，
そ
の
他
県
政
に
関
す
る
各
種
会
議
に
要
し
た
経
費
で
あ
り
，
違
法
又
は

不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

�
　
社
民
党
県
議
団
会
長
か
ら
の
回
答

　
　
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
関
係
人
調
査
は
，
現
在
，
平
成
15年
４
月

分
及
び
平
成
16年
度
分
並
び
に
平
成
17年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
係
る
返
還
請
求
訴
訟
が
継
続
中
で
あ
り
，
裁

判
の
審
理
に
密
接
に
関
係
す
る
。

　
　
ま
た
，
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例
及
び
施
行
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
執

行
し
て
お
り
問
題
無
い
も
の
と
考
え
て
お
り
，
現
在
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
も
，
執
行
の
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
。

　
　
従
っ
て
，
個
別
摘
示
部
分
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
，
事
実
証
明
書
ご
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
回
答
す
る
。

イ
　
事
実
証
明
書
１
　
簡
便
計
算
方
法

　
　
簡
便
計
算
方
法
制
定
の
趣
旨
は
，
実
費
計
算
に
伴
う
事
務
処
理
に
膨
大
な
時
間
を
割
く
こ
と
な
く
，
標
準

的
な
実
費
に
基
づ
い
て
簡
便
な
方
法
で
旅
費
を
算
出
し
，
多
忙
で
あ
る
議
員
の
政
務
調
査
に
お
け
る
効
率
性

を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
こ
と
は
，
仙
台
地
裁
平
成
19年
11月
13日
　
平
成
15年
（
行
ウ
）
第
30号
判
決
に
お
い
て
も
，「
費
用

弁
償
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
費
用
弁
償
の
費
目
や
支
給
事
由
を
定
め
，
そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に
は
，

現
実
に
要
し
た
実
費
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
支
給
す
る
定
額
方
式
に

よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
こ
の
場
合
，
標
準
的
な
実
費
と
さ
れ
る
一
定
の
額
を
，
ど
の
よ
う
な

基
準
で
算
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
，
会
派
又
は
議
員
の
合
理
的
な
裁
量
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
　
な
お
，
支
払
証
明
書
の
記
載
条
項
に
つ
い
て
は
，
施
行
規
程
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ロ
　
事
実
証
明
書
３
　
県
外
視
察

　
　
県
外
視
察
に
つ
い
て
も
，
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の
成
果
等
は
議
会
活

動
等
で
活
か
さ
れ
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ハ
　
事
実
証
明
書
４
，
６
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
及
び
事
務
費

　
　
書
籍
や
事
務
用
品
の
購
入
の
際
，
領
収
書
等
は
，
発
行
す
る
業
者
に
よ
っ
て
は
，
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
，

詳
細
な
品
目
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
が
通
常
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
た
資
料
や
事
務
用
品
は
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
と
し
て
，
会
派
並
び
に
各
議
員

が
支
出
し
た
も
の
で
あ
り
，
添
付
し
た
領
収
書
等
に
つ
い
て
は
，
規
定
の
要
件
を
備
え
た
も
の
で
，
違
法
又

は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ニ
　
事
実
証
明
書
７
，
９
　
広
報
費
（
100％

）
及
び
事
務
費
（
50％
超
）

　
　
政
務
調
査
費
の
支
出
に
係
る
按
分
は
，
そ
の
支
出
実
態
の
割
合
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
100％

計
上
の
広
報
費
は
，
政
務
調
査
費
の
使
途
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
県
政
報
告

等
，
政
務
調
査
活
動
に
基
づ
く
も
の
が
全
て
で
，
按
分
す
る
必
要
の
な
い
経
費
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な

支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

　
　
事
務
費
の
50％
を
超
え
る
計
上
に
つ
い
て
も
，
実
態
に
合
わ
せ
て
按
分
し
，
正
当
に
支
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ホ
　
事
実
証
明
書
11　
会
費
（
調
査
研
究
費
・
研
修
費
・
会
議
費
）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
会
費
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
活
動
内
容
や
実
態
が
，
政
務
調
査
活
動
に
適
う
も
の
で

あ
り
，
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
い
る
。
単
純
な
懇
親
会
や
儀
礼
出
席
の
も
の
は
計
上
し
て
お
ら
ず
，
違
法
又

は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

�
　
現
公
明
党
県
議
団
会
長
か
ら
の
回
答
（
公
明
・
21世
紀
ク
ラ
ブ
の
分
）

　
　
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
関
係
人
調
査
は
，
現
在
，
平
成
15年
４
月

分
及
び
平
成
16年
度
分
並
び
に
平
成
17年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
係
る
返
還
請
求
訴
訟
が
継
続
中
で
あ
り
，
裁

判
の
審
理
に
密
接
に
関
係
す
る
。

　
　
ま
た
，
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例
及
び
施
行
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
執

行
し
て
お
り
問
題
無
い
も
の
と
考
え
て
お
り
，
現
在
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
も
，
執
行
の
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
。

　
　
従
っ
て
，
個
別
摘
示
部
分
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
，
事
実
証
明
書
ご
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
回
答
す
る
。

イ
　
事
実
証
明
書
１
　
簡
便
計
算
方
法

　
　
簡
便
計
算
方
法
制
定
の
趣
旨
は
，
実
費
計
算
に
伴
う
事
務
処
理
に
膨
大
な
時
間
を
割
く
こ
と
な
く
，
標
準

的
な
実
費
に
基
づ
い
て
簡
便
な
方
法
で
旅
費
を
算
出
し
，
多
忙
で
あ
る
議
員
の
政
務
調
査
に
お
け
る
効
率
性

を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
こ
の
こ
と
は
，
仙
台
地
裁
平
成
19年
11月
13日
　
平
成
15年
（
行
ウ
）
第
30号
判
決
に
お
い
て
も
，「
費
用

弁
償
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
費
用
弁
償
の
費
目
や
支
給
事
由
を
定
め
，
そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に
は
，

現
実
に
要
し
た
実
費
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
支
給
す
る
定
額
方
式
に

よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
こ
の
場
合
，
標
準
的
な
実
費
と
さ
れ
る
一
定
の
額
を
，
ど
の
よ
う
な

基
準
で
算
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
の
交
付
を
受
け
た
，
会
派
又
は
議
員
の
合
理
的
な
裁
量
判
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断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
　
な
お
，
支
払
証
明
書
の
記
載
条
項
に
つ
い
て
は
，
施
行
規
程
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

ロ
　
事
実
証
明
書
３
　
県
外
視
察

　
　
県
外
視
察
に
つ
い
て
も
，
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の
成
果
等
は
議
会
活

動
等
で
活
か
さ
れ
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
は
当
た
ら
な
い
。

ハ
　
事
実
証
明
書
４
，
６
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
及
び
事
務
費

　
　
書
籍
や
事
務
用
品
の
購
入
の
際
，
領
収
書
等
は
，
発
行
す
る
業
者
に
よ
っ
て
は
，
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
，

詳
細
な
品
目
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
が
通
常
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
た
資
料
や
事
務
用
品
は
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
と
し
て
，
各
議
員
が
支
出
し
た

も
の
で
あ
り
，
添
付
し
た
領
収
書
等
に
つ
い
て
は
，
規
定
の
要
件
を
備
え
た
も
の
で
，
違
法
又
は
不
当
な
支

出
に
は
当
た
ら
な
い
。

�
　
無
会
派
大
学
幹
男
議
員
，
百
足
健
一
議
員
，
千
葉
正
美
議
員
，
大
沼
迪
義
議
員
か
ら
の
回
答

　
　
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
関
係
人
調
査
は
，
現
在
，
平
成
15年
４
月

分
及
び
平
成
16年
度
分
並
び
に
平
成
17年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
係
る
返
還
請
求
訴
訟
が
継
続
中
で
あ
り
，
裁

判
の
審
理
に
密
接
に
関
係
す
る
た
め
，
回
答
は
差
し
控
え
る
。

　
　
ま
た
，
平
成
18年
度
の
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例
及
び
施
行
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
執

行
し
て
お
り
問
題
無
い
も
の
と
考
え
て
お
り
，
現
在
係
争
中
の
訴
訟
に
お
い
て
も
，
執
行
の
正
当
性
を
主
張
し

て
い
る
。

　
３
　
監
査
対
象
箇
所
等
か
ら
の
聴
き
取
り

　
事
実
確
認
及
び
議
長
の
回
答
を
踏
ま
え
，
議
会
事
務
局
に
対
し
て
聴
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�
　
平
成
16年
度
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
の
結
果
で
，
監
査
委
員
か
ら
議
長
に
要
望
し
た
３
点
の

対
応
状
況
に
つ
い
て

イ
　
簡
便
計
算
方
法
の
移
動
距
離
と
支
出
額
の
算
定
基
礎
を
検
討
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
短
距
離
旅
費
の
支

出
が
，
一
般
県
民
の
誤
解
を
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
，
議
長
が
各
会
派
の
代
表
者
に
呼
び
か
け
，
代
表
者

15名
か
ら
な
る
「
応
招
旅
費
等
検
討
会
議
」
が
平
成
18年
７
月
21日
に
設
置
さ
れ
，
12月
６
日
に
議
長
に
提

言
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
，
運
用
上
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
，
一
日
の
移
動
距
離
が
５
㎞
未
満
は
，
簡

便
計
算
方
法
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
平
成
18年
度
に
お
い
て
は
，
５
㎞
未
満
で
の
支
出
は
皆
無
で
あ
る
。

ロ
　
事
務
所
費
，
事
務
費
，
人
件
費
の
按
分
に
つ
い
て
は
，
２
分
の
１
を
超
え
る
按
分
率
を
適
用
す
る
場
合
は
，

そ
の
根
拠
・
理
由
を
領
収
書
等
の
余
白
欄
に
明
記
し
，
具
体
的
に
説
明
す
る
よ
う
会
派
に
事
務
局
か
ら
指
導

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
，
平
成
18年
度
分
に
つ
い
て
は
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
一
部
の
議
員
を
除
き
，

２
分
の
１
按
分
計
上
し
て
い
る
。

ハ
　
会
派
の
指
導
・
監
督
の
徹
底
等
政
務
調
査
費
の
適
正
な
運
用
に
つ
い
て
は
，
議
長
か
ら
各
会
派
に
対
し
，

政
務
調
査
費
の
適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
よ
う
，
各
会
派
会
長
懇
話
会
で
要
請
を
行
っ
た
ほ
か
，
折
り
に
触

れ
注
意
喚
起
に
努
め
て
い
る
。

　
　
会
派
の
収
支
報
告
書
等
に
つ
い
て
は
，
会
派
経
理
責
任
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
終
了
し
た
も
の
を
会
派
会
長
か

ら
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
お
り
，
事
務
局
が
条
例
の
使
途
基
準
項
目
や
，
金
額
の
計
上
誤
り
は
無
い
か
，

会
費
の
二
重
計
上
は
無
い
か
，
領
収
書
等
証
拠
書
類
に
不
備
は
無
い
か
な
ど
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
作
業
の
中
で
，
経
理
責
任
者
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
重
ね
な
が
ら
修
正
等
の
指
導
を
行
い
適
正
な
運
用
を

図
っ
て
い
る
。

�
　
平
成
17年
度
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
の
結
果
で
，
監
査
委
員
か
ら
議
長
に
要
望
し
た
３
点
の

対
応
状
況
に
つ
い
て

イ
　
政
務
調
査
費
の
執
行
に
つ
い
て
，
計
画
的
な
支
出
に
努
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
議
長
か
ら
各
会
派
の
代

表
者
に
会
派
内
で
早
期
に
計
画
を
立
て
執
行
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

ロ
　
政
務
調
査
費
で
海
外
調
査
を
行
っ
た
場
合
，
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
，
議
長
に
提
出
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
，
各
会
派
で
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

ハ
　
政
務
調
査
費
の
支
出
額
の
按
分
に
つ
い
て
，
３
費
目
（
事
務
費
，
事
務
所
費
，
人
件
費
）
以
外
の
費
目
に

つ
い
て
も
按
分
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
の
で
，
実
態
に
即
し
た
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
制
度
の
改
善
に

努
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
施
行
規
程
第
８
条
第
２
項
の
按
分
規
定
は
，
事
務
所
費
・
事
務
費
及
び
人
件
費

の
３
費
目
に
係
る
政
務
調
査
費
の
経
費
と
そ
れ
以
外
の
経
費
を
明
確
に
区
分
し
が
た
い
場
合
の
按
分
方
法
を

定
め
て
い
る
が
，
そ
の
他
の
費
目
に
つ
い
て
も
，
合
理
的
な
理
由
か
ら
按
分
す
る
こ
と
ま
で
を
禁
じ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
た
め
，
実
態
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
，
按
分
計
上
は
可
能
で
あ
る
旨
各
会
派
に
周
知
し
て

い
る
。

�
　
施
行
規
程
の
違
法
性
の
指
摘
に
つ
い
て
は
，
簡
便
計
算
方
法
を
定
め
て
い
る
の
は
，
多
忙
で
あ
る
議
員
の
事

務
処
理
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
，
政
務
調
査
活
動
の
効
率
性
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
で
，
そ
の
際
の
定

額
は
，
政
務
調
査
活
動
の
実
態
を
踏
ま
え
，
法
及
び
条
例
の
趣
旨
に
則
り
，
議
会
の
裁
量
の
範
囲
内
で
合
理
的

に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
旅
費
条
例
の
１
㎞
37円
と
比
較
し
て
多
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
，
県
職
員
の
場
合
は
，
公
用
車
を

利
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
，
自
家
用
車
を
利
用
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
に
対
し
，
専
ら
自
家
用
車
を
使

用
し
て
頻
繁
に
政
務
調
査
を
行
っ
て
い
る
議
員
と
で
基
準
が
異
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
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ま
た
，
県
職
員
が
自
家
用
車
を
使
用
す
る
場
合
，
必
要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
高
速
料
金
が
別
途
支
給
さ
れ
る
。

議
員
は
多
忙
で
あ
り
，
政
務
調
査
を
行
う
際
か
な
り
の
頻
度
で
高
速
道
路
を
利
用
す
る
ほ
か
駐
車
料
金
等
も
か

か
る
た
め
，
現
在
，
仙
台
高
等
裁
判
所
で
簡
便
計
算
方
法
が
適
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
・
立
証
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

�
　
他
都
道
府
県
の
領
収
書
等
添
付
の
状
況
に
つ
い
て
，
現
在
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
，
添
付
を
義
務
づ
け

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
39道
府
県
，
義
務
づ
け
な
し
が
８
都
県
と
な
っ
て
い
る
。
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
で
は
内
容

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
に
，
明
細
等
の
記
載
を
求
め
て
い
る
の
は
３
府
県
あ
る
。

　
４
　
議
長
に
対
す
る
再
調
査

　
平
成
20年
６
月
16日
に
実
施
し
た
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
に
お
い
て
，
証
拠
の
追
加
提
出
（
事

実
証
明
書
13か
ら
29ま
で
）
及
び
措
置
請
求
書
が
補
足
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
，
議
長
に
対
し
文
書
に
よ
る
調
査
を

行
い
，
会
派
等
に
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
，
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
現
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
か
ら
の
回
答
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
，
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
み
や
ぎ
の
分
）

イ
　
海
外
視
察
に
つ
い
て
（
事
実
証
明
書
２
，
15，
16）

　
　
指
摘
さ
れ
た
２
件
の
視
察
の
う
ち
，
中
国
視
察
に
つ
い
て
は
，
宮
城
県
大
連
事
務
所
の
活
動
と
大
連
経
済

特
区
及
び
上
海
浦
東
経
済
特
別
区
・
上
海
Ｅ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
視
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
フ
ラ
ン
ス
視
察
は
，
ア
ン
ギ
ャ
ン
レ
バ
ン
町
の
カ
ジ
ノ
場
を
視
察
し
，
フ
ラ
ン
ス
農
漁
業
省
や
現
地
農
場

で
研
修
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
い
ず
れ
の
海
外
視
察
に
つ
い
て
も
，
視
察
先
・
項
目
と
も
県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の
成
果
等
は

議
会
活
動
等
で
活
か
さ
れ
て
お
り
，
違
法
・
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
ま
た
，
海
外
視
察
は
参
加
し
た
議
員
が
海
外
の
事
情
に
精
通
し
，
見
識
を
深
め
，
能
力
を
高
め
る
こ
と
に

な
る
こ
と
も
再
度
申
し
添
え
る
。

ロ
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
（
事
実
証
明
書
４
）

　
　
寺
島
議
員
の
「
婦
人
家
庭
」
は
，
少
子
化
時
代
を
迎
え
，
子
育
て
世
代
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
上

で
，
ど
う
行
政
が
か
か
わ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
，
そ
の
端
緒
と
な
る
情
報
を
得
る
べ
く
購
入
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
ま
た
，
渡
辺
議
員
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
紀
行
」
は
，
考
え
方
や
慣
習
の
違
う
民
族
が
共
存
し
て
い
た
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
，
外
国
人
の
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
，
そ
の
端
緒
を
得
る

べ
く
購
入
し
た
も
の
で
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
活
動
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当

た
る
も
の
で
は
な
い
。

ハ
　
週
刊
誌
等
購
入
（
事
実
証
明
書
５
）

　
　
柏
議
員
の
「
文
春
・
新
潮
等
の
週
刊
誌
」
は
，
最
新
の
国
民
経
済
に
関
す
る
記
事
を
は
じ
め
，
政
務
調
査

の
端
緒
と
な
る
情
報
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
お
り
，
政
策
提
言
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
地
方
行
政
に
活
か
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
，
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
で
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ニ
　
広
報
費
の
100％

計
上
等
（
事
実
証
明
書
７
，
19～
26）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
各
議
員
の
100％

計
上
の
広
報
費
は
，政
務
調
査
費
の
使
途
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
県

政
報
告
等
，
政
務
調
査
活
動
に
基
づ
く
も
の
で
，
按
分
す
る
必
要
の
な
い
経
費
で
あ
る
。

　
　
確
か
に
議
員
本
人
の
顔
写
真
や
経
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
，
県
政
報
告
を
し
て
い
る
人
が

「
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
」
を
周
知
す
る
こ
と
は
，
世
間
一
般
で
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
，
顔
写
真

や
活
動
歴
等
の
掲
載
を
自
己
ア
ピ
ー
ル
や
後
援
会
の
活
動
と
捉
え
る
こ
と
自
体
に
認
識
の
誤
り
が
あ
り
，
違

法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
ま
た
，
相
沢
議
員
の
県
政
報
告
会
と
後
援
会
活
動
の
関
係
に
つ
い
て
は
，
き
ち
ん
と
按
分
し
，
実
態
に
即

し
て
50％
計
上
し
た
も
の
で
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ホ
　
50％
超
事
務
費
（
事
実
証
明
書
９
）

　
　
会
派
控
室
に
係
る
事
務
費
は
100％

計
上
し
て
い
る
が
，
控
室
は
政
務
調
査
活
動
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
，

政
務
調
査
活
動
以
外
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
控
室
に
係
る
事
務
費
は
，
コ
ピ
ー
機
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
，
電
話
代
等
で
あ
る
が
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
活
動

の
た
め
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
会
派
で
は
，
控
室
に
お
い
て
後
援
会
活
動
や
政
党
活
動
は
行
わ
な
い
こ
と
と
申
し
合
わ
せ
て
お
り
，
政
務

調
査
以
外
に
事
務
費
を
費
消
す
る
こ
と
は
な
く
，100％

計
上
が
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は

な
い
。

ヘ
　
会
派
控
室
の
人
件
費
（
100％

計
上
：
事
実
証
明
書
10）

　
　
50％
超
事
務
費
の
項
目
で
も
述
べ
た
と
お
り
，
控
室
は
政
務
調
査
活
動
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
，
政
務
調

査
活
動
以
外
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
政
務
調
査
担
当
の
事
務
員
が
政
務
調
査
の
相
手
に
湯
茶
を
提
供
し
た
り
，
電
話
連
絡
す
る
こ
と
等
は
当
然

の
こ
と
で
あ
り
，
こ
れ
ら
を
指
し
て
政
務
調
査
と
無
関
係
な
雑
務
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
，
と
て
も
承
服
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
人
件
費
に
つ
い
て
は
，
そ
の
従
事
す
る
政
務
調
査
活
動
の
実
態
に
応
じ
た
割
合
で
，
100％

計
上
し
て
い
る

も
の
で
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ト
　
会
費
（
研
修
費
：
事
実
証
明
書
11）

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
佐
藤
・
小
林
両
議
員
の
会
費
に
つ
い
て
は
，
実
態
が
，
政
務
調
査
活
動
に
適
う
も
の
で

あ
り
，
単
純
な
団
体
へ
の
会
費
出
費
で
は
な
く
，
研
修
会
に
出
席
し
，
県
政
に
関
す
る
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
，
実
際
に
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
い
る
。
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懇
親
会
や
儀
礼
出
席
の
も
の
で
は
な
く
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
以
上
述
べ
た
こ
と
以
外
に
つ
い
て
は
，
第
１
回
調
査
で
回
答
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
現
改
革
み
や
ぎ
会
長
か
ら
の
回
答
（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
，
無
所
属
の
会
の
分
）

イ
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
（
事
実
証
明
書
４
）

　
　
加
賀
議
員
の
「
児
童
書
や
芸
術
書
等
」
は
，
い
ず
れ
も
少
子
化
対
策
や
芸
術
・
文
化
振
興
等
，
県
政
の
関

わ
り
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
，
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
で
，
違
法
又
は
不
当

な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ロ
　
週
刊
誌
等
購
入
（
事
実
証
明
書
４
，
５
）

　
　
加
賀
議
員
の
「
週
刊
誌
」
は
，
政
務
調
査
の
端
緒
と
な
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
政
務
調

査
に
必
要
な
も
の
と
し
て
認
識
し
て
お
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ハ
　
広
報
費
（
100％

：
事
実
証
明
書
７
，
27）

　
　
坂
下
議
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
，
議
員
の
生
い
立
ち
や
活
動
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ

て
違
法
又
は
不
当
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。

　
　
政
務
調
査
活
動
の
内
容
を
報
告
す
る
際
に
，「
県
政
報
告
を
し
て
い
る
議
員
が
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
」

に
つ
い
て
，県
民
の
方
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
，重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
，
県
政
報
告
の
た
め
に
開
設
し
運
営
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の

で
は
な
い
。

ニ
　
事
務
費
（
100％

：
事
実
証
明
書
９
）

　
　
控
室
は
，
政
務
調
査
活
動
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
事
務
費
の
50％
を
超
え
る
計
上
に
つ
い
て
も
，
実
態
に
合
わ
せ
て
按
分
し
，
正
当
に
支
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ホ
　
人
件
費
（
100％

：
事
実
証
明
書
10）

　
　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
，
控
室
は
政
務
調
査
活
動
を
行
う
場
所
で
あ
り
，
人
件
費
に
つ
い
て
は
，
そ
の
従

事
す
る
政
務
調
査
活
動
の
実
態
に
応
じ
た
割
合
で
，
按
分
若
し
く
は
100％

計
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
違

法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

ヘ
　
会
費
（
調
査
研
究
費
：
事
実
証
明
書
11，
29）

　
　
菅
原
・
袋
両
議
員
の
会
費
に
つ
い
て
は
，
単
な
る
団
体
へ
の
会
費
出
費
で
は
な
く
，
倫
理
法
人
会
に
所
属

す
る
経
営
者
と
県
政
に
関
す
る
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
，
実
際
に
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
お

り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
以
上
述
べ
た
こ
と
以
外
に
つ
い
て
は
，
第
１
回
調
査
で
回
答
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
社
民
党
県
議
団
会
長
か
ら
の
回
答

イ
　
明
細
不
記
載
の
資
料
購
入
費
及
び
事
務
費
（
事
実
証
明
書
４
，
６
）

　
　
熊
谷
義
彦
議
員
の
児
童
書
に
つ
い
て
は
，
少
子
化
対
策
及
び
児
童
の
健
全
育
成
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た

め
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
，
ま
た
，
本
多
議
員
の
文
芸
書
は
，
文
化
芸
術
に
地
方
行
政
と
の
関
わ
り
に
関

し
て
，
端
緒
と
な
る
情
報
を
得
る
た
め
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

ロ
　
広
報
費
（
100％

：
事
実
証
明
書
７
，
28）

　
　
政
務
調
査
費
の
支
出
に
係
る
按
分
は
，
そ
の
支
出
実
態
の
割
合
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
指
摘
さ
れ
て
い
る
100％

計
上
の
広
報
費
は
，
県
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
，
県
議
団
及
び
各
議
員
の
政

務
調
査
活
動
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
，
誤
解
を
与
え
る
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
削

除
し
た
い
と
思
う
。

　
　
ま
た
，
本
多
議
員
の
後
援
会
活
動
サ
イ
ト
は
，
県
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
依
頼
と
は
別
に
料
金
を
支

払
い
，
本
多
議
員
が
依
頼
し
た
も
の
で
あ
り
，
さ
ら
に
岸
田
前
議
員
の
分
に
つ
い
て
は
，
も
と
も
と
岸
田
前

議
員
の
個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
開
設
し
，県
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
，

料
金
も
県
議
団
と
は
別
に
支
払
っ
て
い
る
も
の
で
，
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
な
お
，政
党
情
報
等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
，イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
性
格
上
，
他
の
関
連
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
　
会
派
控
室
の
事
務
費
（
100％

：
事
実
証
明
書
９
）

　
　
会
派
控
室
は
，
議
会
活
動
の
た
め
の
も
の
で
政
務
調
査
活
動
以
外
の
政
党
活
動
等
は
行
っ
て
い
な
い
。
指

摘
さ
れ
て
い
る
事
務
費
は
，
コ
ピ
ー
機
と
用
紙
，
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
電
話
代
で
あ
る
が
，
政
務
調
査
以
外
に
年
に
数

回
は
相
手
先
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
入
る
こ
と
は
あ
っ
た
か
と
思
う
が
，
こ
ち
ら
か
ら
は
一
切
使
用
し
た
こ
と
は
な

く
，
100％

計
上
が
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
以
上
述
べ
た
こ
と
以
外
に
つ
い
て
は
，
第
１
回
調
査
で
回
答
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

�
　
無
会
派
千
葉
正
美
議
員
か
ら
の
回
答
（
事
実
証
明
書
４
）

　
　
県
は
，
平
成
16年

に
文
化
芸
術
振
興
条
例
制
定
し
，
文
化
・
芸
術
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

私
も
こ
の
政
策
に
共
鳴
し
，
そ
の
推
進
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
，
指
摘
の
あ
っ
た
文
芸
書
に
は
，
文
化
・

芸
術
の
動
向
等
の
情
報
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
，
政
務
調
査
に
必
要
な
資
料
と
し
て
購
入
し
た
も
の

で
あ
り
，
違
法
又
は
不
当
な
支
出
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

　
５
　
政
務
調
査
費
に
係
る
収
支
報
告
書
の
修
正
及
び
返
還
に
つ
い
て

　
平
成
18年
度
政
務
調
査
費
に
係
る
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
，
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
藤
原
範
典
議
員
に
係
る
事
実
証

明
書
１
－
調
査
研
究
費
の
旅
費
の
う
ち
7,000円

及
び
事
実
証
明
書
３
－
研
修
費
－
N
o４
の
旅
費
の
う
ち
10,800

円
の
合
計
17,800円

に
つ
い
て
は
，
平
成
20年

６
月
19日

に
収
支
報
告
書
の
修
正
が
な
さ
れ
，
同
月
24日

に
返
還

さ
れ
た
。
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１
　
政
務
調
査
費
に
係
る
規
定
等
に
つ
い
て

　
政
務
調
査
費
は
，
法
第
100条

第
13項
及
び
第
14項
の
規
定
に
基
づ
き
，
政
務
調
査
費
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
。
交
付
を
受
け
た
会
派
等
は
，
法
第
100条

第
14項
の
規
定
に
よ
り
，
収
支
報
告
書
を
議
長

に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
，
議
長
は
，
政
務
調
査
費
条
例
第
14条
の
規
定
に
よ
り
，
そ
の
内
容
を
調
査
し
，
必
要

な
是
正
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
，
そ
の
内
容
を
適
正
と
認
め
た
場
合
は
，
政
務
調
査
費
条
例
第
15条
の
規
定
に

よ
り
，
収
支
報
告
書
の
写
し
を
知
事
に
送
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
，
知
事
は
，
財
務
会
計
を
適
正
に
執
行
し
，
不
適
正
な
場
合
は
是
正
す
る
等
の
責
務
を
有
し
て
お
り
，
政

務
調
査
費
に
つ
い
て
も
不
適
正
な
執
行
が
あ
っ
た
場
合
に
は
返
還
を
請
求
す
る
な
ど
の
是
正
措
置
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
が
，
前
述
の
と
お
り
，
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
議
長
が
適
正
と
認
め
た
場
合
に
収
支
報
告
書
の
写
し
を

知
事
に
送
付
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，
知
事
が
独
自
に
そ
の
内
容
を
調
査
し
，
会
派
等
に
よ
る
政
務
調
査
費
の
支

出
を
違
法
と
判
断
す
る
こ
と
は
，
そ
の
支
出
が
関
係
法
規
に
照
ら
し
て
客
観
的
か
つ
明
白
に
違
法
と
認
め
ら
れ
る

も
の
を
除
い
て
，
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　
ま
た
，
第
４
の
１
に
記
載
し
た
と
お
り
，
会
派
等
が
行
う
政
務
調
査
費
の
支
出
は
「
公
金
の
支
出
」
に
該
当
し

な
い
こ
と
か
ら
，
会
派
等
は
監
査
の
対
象
に
な
ら
ず
，
本
件
の
請
求
は
，
知
事
を
対
象
と
し
て
，
会
派
等
に
よ
る

違
法
な
政
務
調
査
費
の
支
出
に
つ
い
て
，
知
事
に
「
違
法
又
は
不
当
に
返
還
請
求
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
」
が
存

す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
，
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
議
会
の
自
律
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
，
会
派
等
に
よ
る
政
務
調
査
費
の
支
出
が
適
正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
，
政
務
調
査
費
条
例

第
14条
及
び
第
15条
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
，
議
長
の
判
断
を
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
，
監
査
に
お
い
て
，
政
務
調
査
費
の
支
出
に
，
関
係
法
規
に
照
ら
し
て
客
観
的

か
つ
明
白
に
違
法
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
存
す
る
場
合
に
は
，
知
事
に
「
怠
る
事
実
」
が
存
す
る
と
判
断
す
べ
き

で
あ
る
が
，
明
ら
か
に
違
法
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
，
知
事
が
議
長
の
判
断
に
か
か
わ

ら
ず
独
自
に
会
派
等
に
対
し
て
調
査
を
行
い
，
支
出
の
適
否
を
認
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
，
知
事
に
「
怠
る
事
実
」
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
監
査
委
員
は
，
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
監
査
を
行
い
，
請
求
人
か
ら
政
務
調
査
費
の
違
法
又
は
不
当
な

支
出
の
実
例
と
し
て
，
個
別
的
，
具
体
的
に
摘
示
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
判
断
す
る
。

　
２
　
事
実
証
明
書
１
，
13及
び
14で
摘
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

　
請
求
人
は
，
支
払
証
明
書
に
は
，
ど
こ
で
，
誰
に
会
っ
て
，
ど
ん
な
調
査
を
し
た
の
か
一
切
明
か
さ
ず
，
説
明

責
任
を
欠
い
た
支
出
は
，
全
額
が
違
法
又
は
不
当
と
い
う
べ
き
で
あ
り
，
一
部
に
調
査
に
あ
た
る
も
の
が
あ
っ
た

と
し
て
も
，
簡
便
計
算
方
法
に
よ
る
旅
費
と
旅
費
条
例
の
規
定
に
よ
る
旅
費
１
㎞
37円
と
の
差
額
を
違
法
又
は
不

当
な
支
出
と
し
て
返
還
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
，
こ
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
。

　
施
行
規
程
の
制
定
は
，
議
会
の
自
律
事
項
と
し
て
，
政
務
調
査
費
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
議
長
が
行
う
も
の

で
，
相
当
の
期
間
に
わ
た
る
各
会
派
の
検
討
を
経
て
，
議
会
の
総
意
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
，
政
務
調
査
費
条
例
第
13条
第
２
項
の
規
定
を
受
け
た
施
行
規
程
第
８
条
第
１
項
に
お
い
て
，
議
員
の

自
家
用
車
を
使
用
し
た
県
内
調
査
に
つ
い
て
簡
便
計
算
方
法
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
，
法
及
び
政
務
調
査
費

条
例
の
趣
旨
を
著
し
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
，
簡
便
計
算
方
法
に
よ
る
旅
費
と
旅
費
条
例
の
規
定
に
よ
る
旅
費
１
㎞
37円
と
の
差
額
を
違
法
又

は
不
当
な
支
出
と
す
る
知
事
の
返
還
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
主
張
は
，
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
よ
っ
て
，
事
実
証
明
書
１
，
13及
び
14に
係
る
請
求
に
は
理
由
が
な
い
。

　
３
　
事
実
証
明
書
２
か
ら
12ま
で
及
び
15か
ら
29ま
で
で
摘
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

�
　
海
外
視
察
及
び
県
外
視
察
に
つ
い
て
（
事
実
証
明
書
２
，
３
，
15～
18）

　
　
海
外
視
察
は
，
事
実
証
明
書
２
の
備
考
に
あ
る
調
査
を
適
法
に
行
っ
た
も
の
で
，
各
視
察
先
・
項
目
と
も
県

政
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
ま
た
，
県
外
視
察
に
つ
い
て
も
，
海
外
視
察
と
同
様
に
，
各
視
察
先
・
項
目
と
も

県
政
と
密
接
な
関
連
が
あ
り
，
そ
の
成
果
等
は
議
会
活
動
等
で
活
か
さ
れ
て
い
る
旨
各
会
派
等
は
主
張
し
て
お

り
，
明
ら
か
に
違
法
な
支
出
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�
　
資
料
購
入
費
，
週
刊
誌
等
購
入
，
事
務
費
に
つ
い
て
（
事
実
証
明
書
４
～
６
）

　
　
書
籍
や
事
務
用
品
の
購
入
の
際
，
領
収
書
等
は
，
発
行
す
る
業
者
に
よ
っ
て
は
，
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
，

詳
細
な
品
目
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
が
通
常
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
あ
る
。
指
摘
さ
れ
た
資
料
や
事
務
用

品
は
，
い
ず
れ
も
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
と
し
て
，
会
派
並
び
に
各
議
員
が
支
出
し
た
も
の
で
あ
り
，
添
付

し
た
領
収
書
等
に
つ
い
て
は
，
規
定
の
要
件
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
ま
た
，
週
刊
誌
に
は
，
政
務
調
査
の
端
緒
と
な
る
情
報
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
，
政
務
調
査
に
必
要
な
も
の
で

あ
る
旨
各
会
派
等
は
主
張
し
て
お
り
，
明
ら
か
に
違
法
な
支
出
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�
　
広
報
費
，
事
務
所
費
，
事
務
費
及
び
人
件
費
の
按
分
に
つ
い
て
（
事
実
証
明
書
７
～
10，
19～
28）

　
　
広
報
費
，
事
務
所
費
，
事
務
費
及
び
人
件
費
の
支
出
に
係
る
按
分
は
，
そ
の
支
出
実
態
の
割
合
に
応
じ
て
な

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
50％
を
超
え
る
計
上
に
つ
い
て
は
，
実
態
に
合
わ
せ
て
按
分
し
，
正

当
に
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
旨
各
会
派
等
は
主
張
し
て
お
り
，
明
ら
か
に
違
法
な
支
出
で
あ
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。

�
　
会
費
及
び
会
場
費
に
つ
い
て
（
事
実
証
明
書
11，
12，
29）

　
　
会
費
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
活
動
内
容
や
実
態
が
，
政
務
調
査
活
動
に
適
う
も
の
で
あ
り
，
意
見
交
換
等

も
行
っ
て
い
る
。
単
純
な
懇
親
会
や
儀
礼
出
席
の
も
の
は
計
上
し
て
い
な
い
。

　
　
会
場
費
等
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
も
会
派
又
は
議
員
が
，
県
政
に
対
す
る
県
民
の
要
望
，
意
見
等
を
聴
取
す
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る
た
め
の
会
議
，
そ
の
他
県
政
に
関
す
る
各
種
会
議
に
要
し
た
経
費
で
あ
る
旨
主
張
し
て
お
り
，
明
ら
か
に
違

法
な
支
出
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
事
実
証
明
書
２
か
ら
12ま
で
及
び
15か
ら
29ま
で
に
係
る
支
出
に
つ
い
て
は
，
そ
の
す
べ

て
が
各
会
派
等
の
回
答
等
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
，
違
法
で
あ
る
と
ま
で
は
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
，
明
ら
か
に
違
法
な
支
出
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

　
４
　
結
論

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
監
査
対
象
事
項
に
係
る
請
求
に
は
理
由
が
な
い
の
で
，
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

付
言
－
議
会
に
対
す
る
要
望

　
近
年
，
政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
，
本
県
の
み
な
ら
ず
各
地
で
住
民
監
査
請
求
や
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
，
そ
の

制
度
や
使
途
に
対
す
る
関
心
は
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
。

　
監
査
委
員
は
，
平
成
16年
度
分
及
び
平
成
17年
度
分
の
政
務
調
査
費
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
の
結
果
で
，
議
長

に
対
し
，
政
務
調
査
費
の
よ
り
適
正
な
執
行
を
図
る
た
め
に
改
善
を
検
討
す
べ
き
点
と
し
て
，
簡
便
計
算
方
法
の
算

定
基
礎
の
検
討
，
政
務
調
査
費
の
支
出
額
の
按
分
に
つ
い
て
の
改
善
及
び
政
務
調
査
費
で
海
外
視
察
を
行
っ
た
場
合

の
報
告
書
の
取
り
ま
と
め
な
ど
６
点
を
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
改
善
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
，
全

般
的
に
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
さ
ら
に
検
討
を
促
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
，
監
査
委
員
か
ら
の
問
い
か
け
は
県
民
か
ら
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
，
可
能
な
限
り
誠
実
に
回
答
す
べ
き

と
こ
ろ
，
平
成
15年
４
月
分
，
平
成
16年
度
分
及
び
平
成
17年
度
分
に
つ
い
て
の
裁
判
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
，
今
般
，
議
長
に
対
す
る
調
査
に
係
る
各
会
派
等
か
ら
の
回
答
が
具
体
性
を
欠
く
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
，

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　
全
国
的
に
政
務
調
査
費
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
状
況
を
踏
ま
え
，
裁
判
の
継
続
に
か
か
わ
ら
ず
，
具
体
的
，
か

つ
，
早
急
な
検
討
を
行
い
，
一
層
県
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
県
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
，
監
査
委
員
と
し
て
あ
え
て
付
言
す
る
。



（15）　 平成20年７月25日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1978号　　 

平
成
18年
度
政
務
調
査
費
の
交
付
及
び
収
支
報
告
の
状
況

（
単
位
：
人
，
円
）

備
考

残
余
金

支
出
額

交
付
金
額

交
付
決
定
額

交
付
決
定
年
月
日

人
数

会
派
名
等

下
半
期

上
半
期

２
回
変
更

9,646,442 
95,703,558 

52,500,000 
52,850,000 

105,350,000 
平
成
18年
７
月
７
日

25
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

0 
37,800,000 

18,900,000 
18,900,000 

37,800,000 
平
成
18年
４
月
７
日

9
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
み
や
ぎ

0 
29,400,000 

14,700,000 
14,700,000 

29,400,000 
平
成
18年
４
月
７
日

7
民

主
フ

ォ
ー

ラ
ム

1,173,390 
24,026,610 

12,600,000 
12,600,000 

25,200,000 
平
成
18年
４
月
７
日

6
社

民
党

県
議

団

1,147,344 
15,652,656 

8,400,000 
8,400,000 

16,800,000 
平
成
18年
４
月
７
日

4
公
明
・
21
世
紀
ク
ラ
ブ

752,735 
11,847,265 

6,300,000 
6,300,000 

12,600,000 
平
成
18年
４
月
７
日

3
無

所
属

の
会

１
回
変
更

0 
6,300,000 

2,100,000 
4,200,000 

6,300,000 
平
成
19年
１
月
10日

2
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団

0 
4,200,000 

2,100,000 
2,100,000 

4,200,000 
平
成
18年
４
月
７
日

1
無
会
派
　

千
葉
正
美
議
員

0 
4,200,000 

2,100,000 
2,100,000 

4,200,000 
平
成
18年
４
月
７
日

1
無
会
派
　

百
足
健
一
議
員

１
回
変
更

187,607 
512,393 

0 
700,000 

700,000 
平
成
18年
６
月
７
日

1
無
会
派
　

大
沼
迪
義
議
員

0 
4,200,000 

2,100,000 
2,100,000 

4,200,000 
平
成
18年
４
月
７
日

1
無
会
派
　

大
学
幹
男
議
員

13,674 
4,186,326 

2,100,000 
2,100,000 

4,200,000 
平
成
18年
４
月
７
日

1
無
会
派
　
佐
々
木
喜
藏
議
員

0 
1,050,000 

1,050,000 
0 

1,050,000 
平
成
19年
１
月
10日

（
1）

無
会
派
　

横
田
有
史
議
員

12,921,192 
239,078,808 

124,950,000 
127,050,000 

252,000,000 
61

合
　
　
　
  計

※
交
付
決
定
年
月
日
及
び
交
付
決
定
額
は
，
年
度
途
中
で
交
付
決
定
額
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
最
終
の
交
付
決
定
年
月
日
及
び
交
付
金
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

別
表
第
１
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監
査
対
象
事
項
の
会
派
等
別
摘
示
件
数
・
金
額
調

（
単
位
：
件
，
円
）

事
実
証
明
書
７

100％
計
上

（
広
報
費
）

事
実
証
明
書
６

明
細
不
記
載

（
事
務
費
）

事
実
証
明
書
５

週
刊
誌
等
購
入

（
資
料
購
入
費
）

事
実
証
明
書
４

明
細
不
記
載

（
資
料
購
入
費
）

事
実
証
明
書
３

県
外
調
査

（
調
査
研
究
費
・
研
修
費
等
）

事
実
証
明
書
２

海
外
調
査

（
研
修
費
・
調
査
研
究
費
）

事
実
証
明
書
１

簡
便
計
算
方
法
に
よ
る
支
出

（
調
査
研
究
費
等
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

4,060,699
138

143,539
90

14,420
29

371,471
107

4,945,517
142

2,660,775
3

41,848,000
26

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

546,056
39

11,038
8

128,933
13

2,084,915
62

16,046,500
9

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
み
や
ぎ

3,399,794
155

207,647
133

33,300
52

661,734
252

2,125,095
58

12,967,500
7

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

600,000
2

55,845
67

182,516
40

904,086
40

14,369,500
6

社
民

党
県

議
団

19,130
12

196,901
27

1,551,656
32

9,042,000
4

公
明
・
21
世
紀
ク
ラ
ブ

3,687
4

122,575
24

1,009,346
36

156,260
1

6,470,500
3

無
所

属
の

会

2,567,000
1

無
会
派
　
大
学
幹
男
議
員

513,600
10

1,862,500
1

無
会
派
　
百
足
健
一
議
員

3,780
3

51,807
26

616,406
15

3,130,500
1

無
会
派
　
千
葉
正
美
議
員

4,124
3

125,269
3

283,000
1

無
会
派
　
大
沼
迪
義
議
員

23,931
1

52,240
2

2,288,000
1

無
会
派
　
佐
々
木
喜
藏
議
員

8,606,549
334

468,597
318

47,720
81

1,720,061
492

13,928,130
400

2,817,035
4

110,875,000
60

計

合
      計

事
実
証
明
書
12

会
場
費
等

（
会
議
費
）

事
実
証
明
書
11

会
費

（
調
査
研
究
費
・
研
修
費
等
）

事
実
証
明
書
10

50％
超
計
上

（
人
件
費
）

事
実
証
明
書
９

50％
超
計
上

（
事
務
費
）

事
実
証
明
書
８

50％
超
計
上

（
事
務
所
費
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

67,877,303
1,212

226,300
39

7,387,286
176

3,455,321
229

2,763,975
233

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

22,176,389
286

131,417
47

2,555,520
24

672,010
84

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
み
や
ぎ

19,858,735
712

52,500
3

155,900
20

255,265
32

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

16,387,716
190

17,500
4

258,269
31

社
民

党
県

議
団

10,809,687
75

公
明
・
21
世
紀
ク
ラ
ブ

8,392,825
120

175,000
11

225,000
6

230,457
35

無
所

属
の

会

2,567,000
1

無
会
派
　
大
学
幹
男
議
員

2,634,295
12

258,195
1

無
会
派
　
百
足
健
一
議
員

3,836,493
47

4,000
1

30,000
1

無
会
派
　
千
葉
正
美
議
員

412,393
7

無
会
派
　
大
沼
迪
義
議
員

2,364,171
4

無
会
派
　
佐
々
木
喜
藏
議
員

157,317,007
2,666

442,112
51

578,700
75

10,197,806
207

4,871,322
411

2,763,975
233

計

別
表
第
２
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平
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〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
20年
７
月
25日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長
　
　
藤
　
　
�
　
　
三
郎
助
　
　
　

　
　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
（
平
成
４
年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
３
条
中
「
又
は
第
30条
」
を
「
、
第
30条
又
は
第
30条
の
３
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
20年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

ペ
ー
ジ

三三

段上上

行九一
一

正

平
成
二
十
年
七
月
四
日

平
成
二
十
年
八
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

誤

平
成
二
十
年
八
月
一
日

平
成
二
十
年
七
月
四
日




